
































































































『蝶々夫人』のピンカートン役に抜擢され、一躍名を馳せた。その翌年、国民歌謡『朝』が空前 ヒット盤となり、さらに『愛国行進曲』 『愛馬進軍歌』 『出征兵士を送る歌』など軍歌の大ヒットも飛ばし、 《半島のテナー》の異名をとった。　
永田は終戦時には千葉の富豪の娘・北川民子と結婚し一男三女が
いた。民子は原節子に似たたいへん 美人だったという。永田は朝鮮戦争で母親を亡くしたことから、親族のいる北朝鮮に帰るこ を決意し、家族全員で昭和三五年の第六次帰還船で日本を離れた。朝
鮮総連が有名な永田が帰国したことを大々的に宣伝したことにより、帰国促進に少なからず影響を与えた。　
北朝鮮で、しばらくは音楽家として優遇されていたが『オー・ソ
レ・ミオ』が資本主義的と槍玉にあげられ、さらに妻が日本人であることからスパイ容疑をかけられ、ステージから追放された。その後、妻と子供たちを日本に帰そうとしたことから粛清されたとの情報もあったが、それはなく、収容所送り、炭鉱送りの生活が長くつづき、昭和六〇年 平壌（ピョンヤン）の粗末な自宅で病死したという。七五歳。本名・金永吉。　
民子の消息については、北朝鮮に渡り、間もなくして途絶え、以
後、何一つ伝わって来なかったという。歳月の経過からいって、粛清されなかったとしても、もう生きてはいないだろう。永田に憧れ半島から来て人気歌手になったのが小畑実。　
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※文章後半の余談の前までは、専修大学附属高校同窓会長をされ、山田耕筰の研究者であられる秋田育久さんからお聞きした話を、ほぼそのまま稿にしました。（文芸同人誌『は ゆう』六一号（二〇一二年三月発行）掲載の「アリラン」を一部改訂）
